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第 2回 久代小地域 地域別懇談会の概要 

日  時：平成 23年 9月 6日（火） 

午後 7時～9時 

場  所：久代会館 

参加人数：20名 
 

 
1 グループワーク 
本日は、第 1回目の結果を踏まえつつ、地域の資源の整理やそれを活用したまちづくりの考え方

などについて意見を出し合った。また、最後に、「私たちが地域でどんな暮らしをしたいのか」に

ついて意見交換を行いながら、「地域のありたい姿」を考えた。 
 

《A班》宮路さん、森さん、高良さん、木部さん、古川さん、安芸さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・地域行事に対する参加が少ない。 
・中年世代の地域活動が少ない。（だ

から参加が進まない。） 
・子どもが参加できる行事が少な

い。 
・仕事と自治会役員の活動を両立さ

せるのは大変。 

・地域住民に対する PRをもっと行
う。 

 
 

地域コミュニケーシ

ョン 

・自治会加入者が減少傾向。 ・意識啓発を行う。（どうやって？）  
・高齢者のひとり暮らしが増えてい

る。見守りをどうするか。 
・ひとり暮らしの安否確認で、急に

入院などされていなくなると連

絡が取れなくなり困る。 
・老人介護の問題。 
・認知症の方が地域に増えている。 

・各自治会の班長や組長で見守りを

行う体制をとる。 
少子高齢化の支援 

・買物する場所が近くにないため、

高齢者が買物難民になる恐れが

ある。 

・コミュニティバスの運行 
・ボランティアグループとの協力体

制を整える。 

 

・地域で使えるグラウンドや体育館

が少ない。 
・市で対応して欲しい 大人と子どもの遊び

場 
・市と地域の協力体制が不足してい

る。 
・既に活動している組織等に対する

支援（助成等）を継続的に行う。 
地域に対する市の支

援 
・野良猫が多い。 － 迷惑行為 
 

【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・空港による移転跡地 ・緑地帯等の設置と活用 － 
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地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

 
・久代小学校 
・西猪名公園 
・わが家 

－ 安らぎの場所 

・なげきの丘からの風景 
・南山公園からの夜景 
・正愛病院への階段から見る風景 

・資源めぐりウォーキング お気に入りの風景 

・特産品：いちじく ・いちじくを使ったスイーツづくり － 
・神社やお寺 － － 
・久代小学校の元気な子ども達 
・元気にあいさつできる子ども達 

－ － 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

自然環境 ・騒音のないまち 
・ホタルが飛び交うまちづくり 

川のせせらぎが聞こえるまち 

子育てのしやすい環境 ・老若男女が安全・安心に暮ら

せる地域 
・働きやすい環境 
・健康と金 

子育てしやすいまち 

地域の行事・交流 ・どんと祭 
・クローリング大会 
・健康体操 
・ふれあい広場「久代」など 

三世代のふれあいの街づくり 

 
 

 



 

川西市地域別懇談会-久代小地域 

 3

 

《B班》西田（博）さん、大槻さん、今西さん、荻野さん、臼井さん、堀さん、岸上さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・スーパーが近くにないので買物が

不便、お年寄りが困っている。 
・商店がない。 

・買物に行くために市もしくはボラ

ンティアで乗り物を出したらど

うか。 

高齢者の支援 

・地域（活動）に参加しにくい高齢

者に対してどうするか。 
・各自治会単位で、高齢者の集いや

食事会を積極的に行う。 
 

・久代小地区、上・下地区の交流が

しにくい。 
－ 地域の交流 

・地域活動、PTA活動など様々な活
動に対して参加者が減少傾向に

ある 
・各種活動の参加者が同じ人ばかり

になる。 
・奉仕者が毎回決まっている。 
・どの活動も参加者の高齢化が進ん

でいる。 
・自治会員の減少。 

・若者に色々な活動に関する企画を

してもらう。 
・小中学校の保護者会などを活用し

て、地域活動の PRや参加を促す。 

 

・地域に空き地が多く、人口が減っ

ている。 
・空き地が多くまちづくりが進めに

くい。 

－ 街づくり 

・畑で野焼きをすると地域で苦情が

ある。 
・飛行機の騒音がひどい。 

・野焼きの代わりに処分する場所を

つくる。 
 

・農産物直売所には来る人が固定化

している。 
・地域の産業に対する支援が不足し

ている。 
・田や畑が減り倉庫が多くなってい

る。 

・直売所の存在をもっと PRする。 
・魅力ある農産物の生産に取り組

む。 

近郊農業の活性化 

・公園が不足している。（久代 4 丁
目） 

・地域の子ども、幼児の遊び場が少

ない。 

－ まごころ広場 
子どもの遊び場 

・街灯が少ない。（防犯上の不安） － 地域の安全・安心 
 

【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・諸団体の仲間意識が強い 
・自衛隊との親睦が深い 

・一般の人との交流に広げる 地域のつながり 

・地域には小学校と中学校がある －  
・通勤通学に便利 
・JR駅（北伊丹駅）がある 

・若い所帯が入りやすい 地域の街づくり 
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地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・共同利用施設が多い 
・消防の出張所があり安心 
・猪名川の花火大会に歩いていける 
・空港に近い 

－  

・農産物の直売所がある 
・軟弱野菜の生産地 
・いちじく 

・農業（経営）の組織化を図る 
・農業体験ができる機会、場所をつ

くる（農業大学など） 

近郊農業の活性化 

・地域に自然が多く残っている 
・下池（ため池）がある 
・こうもりが飛んでいる 

・空き地の緑化 
・大きな自然公園的な利用を行う 

自然の活用 

・なげきの丘（素敵な風景が見れる） ・地域主体で公園化ができないか  
・各自治体の盆おどり 
・久代老人センターにおける子ども

と大人の交流会 

・踊りを通した健康への取り組み 
・交流会等を支えるリーダーの存在

をいかす 

地域交流と健康づく

り 

・春日神社 
・神社の緑（鎮守の森） 

・秋祭りなどをもっと盛り上げる工

夫が出来ないか 
－ 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

地域のつながり・交流 ・お互いのあいさつ 
・隣近所の付き合いを親密にす

る 
・自治会員の増加 
・学校と地域のつながりをつく

る 
・3世代が同居できる暮らし 

気軽に地域の方とのあいさつ

ができるまち 

自然と農業 ・自然が残り、魚やザリガニな

ど、子どもが安心して遊べる

地域 
・農業（イチジクの生産）が続

けられる 
・自然を利用した産業で雇用を

増やす 

イチジクの生産を体験でき、直

売所で買うことができるまち 

住みやすいまち ・便利さ（交通など）と快適さ

（住環境など）の両立 
・若夫婦が地域に住める 

若い人も住みたくなるような

まち 
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《C班》西田（久）さん、安田さん、高木さん、地頭所さん、林さん、山本さん、土田さん 

【地域の課題】 

地域の課題 課題解決に向けたアイデアなど キーワード 

・住宅地内の路上駐車（邪魔） 
・住宅地内の狭い道路でスピードを

出す車が多くて怖い。 
・見通しが悪い交差点あるので標識

を設置して欲しい。 

・自治会で見回りをしながら注意す

る。（マナーの意識啓発） 
・警察にも協力をお願いして取り締

まる。 

路上駐車の禁止 

・駐車場が少ない。 －  
・マンションでは隣近所にどんな人

がいるか分からない。（顔の知ら

ない関係） 
・一人暮らしの高齢者が多い。 

・会ったらとりあえず挨拶をする。 
 
・世代間交流の機会を増やし、もっ

と外に出てきてもらう。 

地域交流 

・子どもが遊べる場所がない（公園

に遊具がない） 
－ 都市計画 

・買物が不便（近くにスーパーがな

い、お年寄りが休み休み行ってい

る） 
・病院が少ない（特に小児科） 

－ 福祉、医療機関 
高齢者対策 
 

・南部地域についてはもっと都市計

画を推進する 
・国管理の空き地が多い。雑草も酷

く、早く有効活用を検討する必要

があるのではないか。 
 
・緑化事業の充実 
・防災対策の向上 

・国と市の強い行政指導とスピード

化が必要。 
・国と市が協力し積極的に解決方法

を検討する。 
・雑草等については、地域で対応で

きるようにするのもあり。 
・国有地の公園化と有効活用、土地

の処分 
・防災対策の強化（市、国等の行政

指導） 

空港対策 

・東久代には会社、工場があり騒音

問題などがあると聞く。 
・自治会を通した話し合いの場を設

ける。 
騒音対策 

・野良猫の糞害など ・餌付けする人がいるから野良猫が

増える。まずは、餌付けしないよ

うに注意する。 

環境衛生 

 
【地域の資源】 

地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・久代の歴史本発行の取り組み ・地域に誇りを持てる一助となる 
・風土を知り、先人の知恵を学べる 

－ 

・地域活動が活発 
 

・防災対策に役立つ 
・新旧住民が交流できる 
・高齢者と子ども達とのふれあいに

つなげる 

－ 

・いちじく（畑） ・加工商品をつくる（パンやお茶な

ど） 
地域資源 

・消防団がふたつある（久代消防団、

東久代消防団） 
・防災、防火対策として心強い － 
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地域の資源 資源活用の方法 キーワード 

・猪名川に近い 
 
・猪名川の風景 

・散歩ができたりできる（運動不足

解消に） 
・一人ひとりが美しい猪名川を守る

（地域で掃除など） 

自然資源／猪名川 

・公園で活発に遊んでいる子ども 
・南山公園から見た夜景 
・下久代より上久代方向に見える夕

焼け 

－ やすらぎ 

・家から見える田んぼのある風景 ・子ども達に自然に興味や関心を持

ってもらえるような工夫を考え

る 

 

・春日神社 
・春日会館の桜の石 
・神社が多い 

・地域住民とともに伝統文化を守り

伝える 
パワースポット 

 
【ありたい姿】 

テーマ ありたい姿 フレーズ 

静かな町 ・航空機騒音のない生活 航空機騒音のない静かなまち 
ひとりぼっちにならない暮ら

し 
・弱者（障害者、引きこもり、

高齢者など）へのいたわりの

ある社会 
・世代間のあいさつ、交流の活

発化 
・心から話し合えるくらし 
・高齢者をもっと活用してもら

えるように（元気な高齢者が

多く、時間に余裕があるの

で） 

世代間交流で一人ぼっちにな

らないまち 

自然の大切さ ・清水のわく水路にカメやドジ

ョウ、メダカが暮らす 
・今の空間と自然を大切に暮ら

していきたい 

・自然豊かな春日の森 小鳥が

さえずる猪名川の流れ 
・豊かな自然づくり 

地域のふれあい ・子ども会や自治会などが充実

している 
・地域をもっと皆で理解しあ

い、助けあう 

あたたかい地域づくり 

その他 ・上り下りが容易なくらし － 
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【地域活動シート】 ※地域活動シートは、地域でほぼ共通事項であるので1枚で整理 

子ども健全育成 

・子育て広場（民生委員、1回/月） 
・子ども見守り（学校安全協力委員） 
・子守サポート（民生委員、毎月） 
・水辺クラブ（久代小学校） 
・本の読み聞かせ（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、2回/月） 
・ドッチボール大会 
・見守り（学校安全協力委員、2 回/
月） 

・落ち葉拾い等（PTA、2回/年） 
・プール開放 

祭り・伝統文化 

・盆踊り（自治会、1回/年） 
・どんと祭り（コミュニティ、1回/年） 
・餅つき大会（自治会、年末） 
・春日神社祭り 
・春祭り（4月上旬） 
・文化部カラオケ大会（11月） 
・お正月の寄せ植え教室（12月） 
・自治会親睦会（自治会役員、1 回/
年） 

高齢者福祉 

・合同ふれあいサロン（福祉委員会、

1回/年） 
・1人暮らし高齢者グループ助成 
・ふれあい広場（4回/月） 
・配食サービス(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、毎日) 
・鳴子クラブ（毎月） 

地域の緑化 

・草花植栽（公園緑化事業） 
・公園除草事業 
 

地域活動 

世代間交流 
・カローリング大会（コミュニティ体育部会） 
・スローイングビンゴ大会（コミュニティ体育

部会） 
・カラオケ大会（コミュニティ） 
・グランドゴルフ大会 
・市民体育祭（コミュニティ、1回/年） 
・プール開放 
・バーベキュー大会（自治会、1回/年） 
・バス旅行（自治会、1回/年） 
・ジョイフル餅つき   
・ウォーキング（自治会、1回/週） 
・ハイキング（自治会、1回/年） 
・餅つき大会＆昔の遊びを教える 

地域の美化 

・草取り、大掃除（自治会） 
・クリーンアップ大作戦（2回/年） 
 

防犯・防災 

・自主防災訓練 
・夜間パトロール（コミュニティ安全

部会、1回/年） 
・消防団活動（消防団員、2回/月） 
・年末夜警（12月下旬） 
・同伴登校（2回/月） 
 

その他 

 

 

各班のキーワード整理の結果 

A班 
遊びを通

した子ど

もの育成 

地域の 
きずな 

高齢者の

居場所づ

くり 

 地域活動 

人と人と

のふれあ

い 

緑の 
豊かさ 

住民の 
安全  

 
B班 

子ども健

全育成 祭り ふれあい 

 地域活動  

 若い力  

 
C班 

 文化活動  

 地域活動 
スポーツ

交流 

   

※空白部分はキーワード出ず。 
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2 各班の発表概要 
●A班 

・ 大別して次のようなテーマが出された。「自然・環境」「子育てしやすい環境づくり」「健康

と金」「地域行事」など。 
・ 「健康と金」というのは、どんなまちづくりをする上でも、健康な体(人)と資金（予算）が
大切という趣旨であげている。 

・ あと、地域行事については、3世代がなかよくふれあえるまちの実現につながるようなイベ
ントなどを仕掛けていけたらと思う。 

 
●B班 

・ 3つほどテーマが出た。 
・ 「地域のつながり」では、常日頃からあいさつをすることで、地域の人達が親しみをもっ

て接することができるようにする。 
・ 「自然と農業」では、この地域ではいちじくの生産が盛んなことをいかし、農業体験や朝

市などを実施することで農業に興味を持ってもらうことができればと考えた。 
・ 「住みやすさ」という点については、JR北伊丹駅が地域にあるということから挙げている。
通勤利便性が高いので若い人も住みやすいと思うが、そういう方々が今後も地域に住み続

けることができるよう（流出しないよう）に考えていく必要がある。 
 

●C班 

・ この班では 4つのテーマが出た。 
・ 空港が近いことから「騒音のないまち」、高齢者の

増加に伴う「一人ぼっちにならないまち・世代間

交流のあるまち」、自然環境に着目した「自然の大

切さを伝える」、そして「地域のふれあい」である。 
・ そのために何をしたら良いかという点については、

まだ十分に議論しつくせていないので、次回も引

き続き考えていければと思う。 
 
3 おわりに 
・ 次回は、9/20（火）19時から開催。 

・ 本日、検討した「地域のありたい姿」を踏まえて、それぞれの地域で目指すまちづくりを

イメージできるようなキャッチフレーズを作成する。 

・ あわせて、「ありたい姿」を実現するために「どのような取り組みが必要か」、「その取り組

みの主体は誰か」など既に出てきているアイデアをさらに掘り下げていく予定である。 

 


